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多くの職員が涙した感動の運動会！ありがとうございました！ 
 

２５日（土）は、雲一つない好天に恵まれ、運動会が行われました。多くの方に観覧い

ただき、たくさんの拍手をいただきました。そして、テントの片付けには、たくさんの保

護者の方がご協力くださいました。ありがとうございました。 

子どもたちは、「全力 限界突破」を合言葉に、練習に全力で取り組み、本番では、限界

を突破したすばらしい競技・演技を披露することができたと思います。ご家族の皆様も、

お子様の成長を実感し、感動されたことと思います。 

指導していた職員も、子どもたちの姿に感動し、そっと涙を流していました。登校する、

みんなと一緒に学ぶということは、当たり前のことと考えがちですが、とてもエネルギー

のいることです。誰にでも、学校に行くことや教室に入ること、勉強することが、苦しい

時があります。もちろん、楽しい時もあります。そして、その苦しさ、楽しさには個人差

があります。共通しているのは、どの子も自分にできることを精一杯がんばり、毎日を懸

命に生きているということです。ですから、一人一人の個人差や状況に応じた支援を行う

ことが、とても大切だと考えています。 

運動会は大きな行事ですので、自信を付けたり、成長したりする貴重な機会です。子ど

もも大人も、がんばりたい、がんばってほしいと心から願います。子ども、家族、職員の

思いがうまく実を結んだ時、子どもはびっくりするような力を発揮します。そのびっくり

するような姿を見て、毎日一生懸命にかかわっている多くの職員が、涙を流しました。こ

のように、一人一人にとって実りの多い運動会が開催できましたのは、各ご家庭でのサポ

ートとご協力のおかげです。本当にありがとうございました。     （     ） 

 

〈６月の主な予定〉 

 6月 3日（月）～7日（金）プール開き 

6月 3日（月）⑤租税教室（６年生） 

6月 4日（火）⑥児童会、走ろう会 

6月 5日（水）３・４年生研究授業、下校 14:00 

      １・２・５・６年生下校 13:00 

6月 6日（木）走ろう会 

6月 10日（月）ノーメディアデー 

 6月 11日（火）⑥クラブ、走ろう会 

6月 12日（水）職員研修のため、午前授業。 

６松研究授業、下校 14:35 

他の学級は給食後 12:40下校 

6月 13日（木）走ろう会 

6月 17日（月）ゼッコウチョータイム 

6月 18日（火）職員会議のため５時間授業。 

        給食後、14:30下校 

 6月 19日（水）不審者避難訓練 

6月 20日（木）学校諸費引き落とし日、走ろう会 

 6月 25日（火）⑥教科（４～６年生）、走ろう会 

 6月 27日（木）走ろう会 

〈７月の主な予定〉 

 7月 2日（火）⑥児童会、走ろう会 

7月 3日（水）校内研究会、14:00下校 

7月 4日（木）走ろう会 

7月 8日（月）ゼッコウチョータイム 

7月 9日（火）職員会議のため５時間授業。 

        給食後、14:30下校 

7月 10日（水）ノーメディアデー 

 7月 16日（火）⑥教科（４～６年生） 

7月 17日（水）１学期末懇談会、13:00下校 

7月 18日（木）１学期末懇談会、13:00下校 

7月 19日（金）④終業式、13:30下校 



                   

 

 

１ 運動場東昇降口付近に「ミストシャワー」を設置しました。 

熱中症を防ぐため、青空タイム、昼休み、体育の時間など、外で

活動するときに活用します。体温を下げるとともに、空間を冷却す

るので爽やかな気持ちになる効果があります。 

 

２ 教員の授業力を高めるための、授業研究が本格化します。 

５月２９日（水）には３年竹組が研究授業を行いました。そして、６月５日（水）に

は３年生と４年生が、１２日（水）には６年松組が行います。７月３日（水）には、学校

全体で校内研究会を実施します。子どもたち一人一人が、課題意識や解決への見通しを

しっかりともち、自分で考えたり、みんなで話し合ったりしてよりよい答えを導き出す

ことをめざします。そして、自分の成長を自覚し、主体的に生活に広げていく力を育む

ことをめざしています。授業研究を通して、教員は授業力を高め、子どもたちにとって

よく分かり、達成感のある授業ができるようになっていきます。早く帰る日が何日かあ

りますが、どうぞご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 ５月２１日（火）の今年度２回目の全校朝会では、次のような話をしました。 

廊下を歩いていると、何度も名前を呼び捨てにする声が聞こえました。校長先生は、呼

び捨てしていた人に、「さんを付けましょう」と言いました。すると、呼び捨てされていた

人が、「いいんです。友達だから。」と答えたのです。校長先生は、友達思いのやさしい子

だなと感心したのですが、それでもやっぱり、「友達だからこそ、大切に呼んでほしいんで

す。」と伝えました。すると、その子は、「お～、なんか名言ですね。」と答えてくれました。 

先生や友達からアドバイスを受けた時は、「別にええやん」ではなく、しっかりと受け止

め、考えることが大切です。この２人は受け止められていました。他の人からの言葉をよ

く聞くことは、自分の成長につながります。それが、「自分も人も大切に」することです。 

人間は、「使う言葉によって、運命が変わる」と言われます。よい言葉を使うと、よい行

動をするようになり、よい運命が開けます。常に優しく思いやりのある言葉を使って、よ

い運命を切り開いてください。言葉が、自分や人の運命を変えることがあります。 

 私たち大人も、子どもに優しく思いやりのある言葉をかけ続けることを心がけましょう。 

 

 

 

１ ２８日（火）洪水警報発令による引き渡しへのご協力、ありがとうございました。 

  訓練なしの本番でしたが無事に実施できました。何かありましたらお知らせください。 

２ 運動会アンケートへのご協力ありがとうございます。回答がまだの方はお願いします。 

結果は、「陶小だより７月号」でお知らせします。よりよい運動会をめざします。 

 

 

お知らせ 

お礼とお願い 

【ミストシャワーを浴びる児童】 

 先生や友達のアドバイスを聞き入れることは、「成長」につながります！（全校朝会より） 

【１・２年生「飛び立て未来へ！」】 【３・４年生「パワー全開】 【５・６年生「挑め！限界の先へ」】 


